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生体反感側よりみた尿中生機物質の消長にクいて

結核症と尿係数 (OjK，KljK~， OjK~) そのド第 10報
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北海道大学結核研究所化学部門

丹田

“尿中の物質とは家の傍にある鹿符の中の芥の如きも

のであり，そこには家庭にとっては或いは不必要になった，

あるいはあっては都合の宮内、物質が沢山あるq その芥の畳

あるいは買をもってその家庭の衛生状態を云々し得るであ

ろうか。その中に異常に不潔なものがあったとLてもその

尿中ウロピリノ戸ゲY，あるいは尿蛋白が，それぞれ

肝減一一，腎臓機能の良否を表示してくれるものとするな

らば，それは肝臓という， li琴!践という個々の臓訴の疲労測
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家庭がヨド街生的だとは諮がL、えるであろう。主婦により汚

物が除去され家のIttはむしろ衛生的かも知れない。また!Jl):

符に少しの芥しか無かったとしてもその家が街生的だとは

言住がL、えるであろう。とり除くべきものはことごとく除か

れ，保存しおくべきものはことごとく整理しおける家庭は

定法となり得るであろうが，それを以て個体全体としての

疲労を測~し得るとばかぎらない.それはそれらがすべて

その全体としての疲労の庖く i郊の原因を表示するにすぎ

ないからである。

われわれはよくつぎのようなことを考える。

関与Eと生物思第26!(E第ラ械に務表したo本論文は* 



について述べたが，今日はよれらによって併!たされる O/K，

K，/K2， O'K2") キHH.のf}~l係について， 1J，1i結tR症tÈlt7;H~IíR，工E

常人労{)r{i'勤務時尽を対[l{1とし，士ftl~I;- したい。

5霊験燦f牛並びに成績
!'R尿条件は前恨1ーのと全く同ーであり， Vakat-O (0)町

並びに沃度政j，(((K， K" K2)")測定はpl:l!l1¥の訟に従い，尿係

数 (O/K，K，/K2， 0/K2)を求めた。結慢性病体全日尿(Jjl症

…・・・ X，1¥-1士事症…，，，0，i¥白，1:"・ H ・ム)の対象として正常人

労f力一有効子方向尿(・)をもってした。

図 1，2はそれぞれK，/K2とO/K，K1lK2 と O/K~ の相

関の原図であり，凶 1'，2〆はそれをoverlapping mean ~:去

により統計的に等頻度曲線を各痕例別に求めたものである。

閃の如くE常人に比し結!段目、者特に11i:Jl'f:のものにおい

て3f不法とも G";jjl((を示し，かっそのt~{水分以においてもそ

の#i'l:状のi並行にともなL 、大となる。ただし正常人う~'{j]者ー尿

の分以のJt校(11.)大なのはその!iDJ伎の.illitrにともなL、jD.ll:j::'['J

にJ'iて尿i!¥WiEしたためであろう。しかしそれら3係数を1;1:{日j

分:北{.¥から1別出するにo.'KがJ!之も:目、く， K，/K2がそれに

つぎ OiK~ において良好・であった。
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王!日出川な状態にあるといわざるを得なL、。又ある工場の傍

に2九時があったとしても，その荒をもってその工場の刊誌

状態のよしあしを云々できるものでもない。それをいうに

は少なくともそこで製作された製品とそれとをてらし合せ

る必要がある。いくら鉄清がl:HてもよL、。それを活に凌認

するよりよい製品を数多く，かっ込J~Hこ製作し得る能力さ

えあれば，そこは能'fSのよL、，似全なる工場といわざるを

f号T工L、。

尿1初日、くら不完全政化物がおl-!日されてもよL、。体内

の代初が旺盛なればなるほどそれだけ多くの代初産物が排

出されるであろう。すですこ報{~i.1，:!)したVakat-O(mg per 

hour) が正常人において高く， t前言、性病体において侭依

そ示したのもこのようなところから考えてみるとまた関白

L 、"。

2.1，0 

M . . .'・-・・ l iE，沖人ヲヲiha~ ，:1\.
...(6_ t;>T-l+tJXi 
‘に ι ‘)中位~~~~!M.主主岩fíZ
吋x.，担;!量(.[1

2 GO 

.-]t:常人労イ力5守只
ー一-特定1
一一一中広1同党役患者用
司ーー・通信i

1.80 

1.00 

1.60 

1.40 

』と
K2 

1.20 

90 

。‘ X l( 

x 

己0

2.20 

V
R
 

X

・、
x，‘。W
R

U

A

 x
，

x
 

V
ペ・
-

w

V

ペ
‘

V
T
M

‘、，川川
'

u

A

《

C
E
0

・V
A山町

V

へ・屋川
V

へ

V

ヘ

、

・

凶

ド

，

.
x
x

H

.

1

a

h

.

4

H

O

Q

O

 

〈

.】・0
1山
山
山
由

u
r
a
f
u
・

7
べ。
-
a
m
d叫
に
日

?
1
.
・。

。。
J
h
-
ぞ
叫
叫
下
。
一
日
一

J

・
よ
ザ
日
日
i

・一
-
3

一

一---Jh
……ホ・一
o
一

ゐ

'Etizil--'lB

70 

律

、

噌賓

O 
K? 

第 2図

50 40 

K， 
1.80 
1 

K2 

1.40 

2.00 

1.20 

1.00 

80 

以上の如く 3係数とも結段の;1Miにともない上昇する
が，その上昇の原因はそれぞれの分子をなす O，K，の上昇

に帰国するものでなく， むしろ分ほの Kあるいは K2の
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第 2図
r

40 生体全体としての疲労を把握し得る方法が尿をとおし

てありうるとしても，それは決して上記ウロピリノ{グν，

*白といったような特殊な蹴記入組制を指定するようなも

のてもなく.また迎動(肉休(I'lstress)によって特にがj呈

するといったような尿生機物質でもなかろう。

~YrFm'-4) においては尿 -Vakat-O (0)，総沃皮駿値(K)，

放百沃皮政信((KJ)，完全沸沃度酸位 (K2)のそれぞれの相調



減少によることはすでに記したところである。

備考: 尿係数に関する実験!llGí~N川工J~次被告されて

いる杭現在までにfSた成主主からつぎのことが少なくとも

いえそうに思う。“成係主主特に O/K，O/K2 (Kl!K2について

は別に報庁したL、)は休内の代詩iの異常を思わせる結図内

において古偵を示す"これを別な言葉でL、L、表わせば，生

休でi五百品な anabolicphase ;t;，るいは逆に ωtabolicphase 

にあるときに高偵を示すこと，例えば産科ηあるいは小児

科め領収では生後 1-2日の catabolicphase iこ，またそれ

につづく anabolicphase特に 3日ー1カ年にわたる時期に

高偵を示すのはその適例であり，また外科偵捜(胸廓成形作〉

その{ihの外科的侵襲または火傷11り ではなJ後血中エオジノ

前I1fl包';m(少，尿巾ケモコルチョイドの上昇を示すn!l，j切，これに

つづくエ寸ジノ知111出切加， 17-K. S. T71坑の河川に布く，火

{fJIり(自民についての';l喰)では常者!日約十，一阿川にï~:î

11([を7Î~ずのも，その例であるが，このようなところから尿

係数は生体が外力に対し強烈な臭化を以て対抗するl削切，

説ひにそれにつづく極端な anabolicphase陥入期に高ft((

を三たずといっても器支なさそうに思われる。

、
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終始術援助を賜った北町iJ)百大学!日国内科，同立札幌怒号

主所にi;lt肢の;射訟を表わすとともに，木研究費の17加工昭
和27年度科学研究費によった。ここに漂泊の立を表する。
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